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○
厚
生
労
働
省
令
第
十
八
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）

第
二
十
三
条
の
二
十
五
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す

る
法
律
第
二
十
三
条
の
二
十
五
第
七
項
に
規
定
す
る
再
生
医
療
等
製
品
の
製
造
工
程
の
区
分
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。令

和
三
年
一
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
の
二
十
五
第
七
項
に
規

定
す
る
再
生
医
療
等
製
品
の
製
造
工
程
の
区
分
を
定
め
る
省
令

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年

法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
三
条
の
二
十
五
第
七
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分
（
以
下

「
製
造
工
程
区
分
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
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（
製
造
工
程
区
分
）

第
二
条

製
造
工
程
区
分
は
、
品
目
ご
と
に
調
査
を
行
う
べ
き
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
再
生
医
療
等
製
品
及

び
法
第
二
十
三
条
の
二
十
九
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
新
再
生
医
療
等
製
品
（
法
第
二
十
三
条
の
二
十
五
第
六
項
に
規
定

す
る
期
間
を
経
過
す
る
ご
と
に
行
わ
れ
る
調
査
の
う
ち
同
条
第
一
項
の
承
認
の
取
得
後
初
め
て
行
わ
れ
る
調
査
を
受
け
た
も

の
を
除
く
。
）
に
係
る
も
の
を
除
き
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

再
生
医
療
等
製
品
の
製
造
工
程
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
も
の
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

二

再
生
医
療
等
製
品
の
製
造
工
程
の
う
ち
包
装
、
表
示
又
は
保
管
の
み
を
行
う
も
の

附

則

こ
の
省
令
は
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
令
和
元
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
八
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。


